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目的：欧米人と比較し肥満の少ない日本人において、肥満・代謝異常と慢性腎臓病（CKD）との

関連を横断的に検討し、その性差を明らかにすることを目的とした。 

対象と方法：対象は K市の特定健診を受診した 40-75歳の男性 8,133 名、女性 15,934名。日本

人のメタボリックシンドロームの判定基準を用いて腹部肥満および代謝異常（血圧高値、脂質異

常、血糖高値）を判定した。日本人の GFR 推算式により求めた eGFR 低下（60 ml/min/1.73m2未

満）またはタンパク尿陽性を CKDと判定した。ロジスティック回帰分析を用いて、各代謝異常の

有無・合併数における CKD有病のオッズ比（OR）を求めた。 

結果：男性の 23%、女性の 14%に CKD を認めた。男女とも、肥満の有無にかかわらず、代謝異常

の合併数が増加すると CKD有病 OR は上昇した。代謝異常のない肥満者の CKD 有病には性差を認

め、男性では肥満のみで有意な CKD 有病リスクの増加を認め（多変量調整 OR 1.63, 95%信頼区

間 1.16-2.28）、女性では肥満のみでは有意な CKD リスクの増加は認めなかった（OR 1.01, 95%

信頼区間 0.71-1.44）。 

結論：代謝異常を合併しない肥満者において、男性では CKD有病リスクが有意に高かったが、女

性では有意な上昇は認めなかった。 
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